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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、リカバリー志向の症状自己管理プログラムの実用化に取り組み、
効果を検証することである。研究方法は、質問紙データの量的分析及びインタビューデータの質的分析を組み合
わせたデータソースのトライアンギュレーションを行い、継続的に評価することとした。
　実用化に向けてプログラム教材（案）を作成し、洗練、修正する中で課題を明確にした。パイロットスタディ
を計画していたが、コロナ禍により対面での実施ができなかったため、精神看護の専門家でのオンラインでの検
討を重ねた。また欧米でのPPIを導入した地域精神保健のプロジェクトを学び、今後に向けてICT、PPIを活用し
たプログラムへの修正を検討した。

研究成果の概要（英文）： The purpose is to address the practical application of a recovery and 
self-management program and to examine its effectiveness. The research methodology was a 
triangulation of data sources, combining quantitative data and qualitative data to continuously 
evaluate its effectiveness.
 The program was being refined for practical application and issues were clarified. A pilot study of
 the program (draft) was planned, but the Corona disaster made it impossible to conduct the study in
 person. 
Therefore, we continued to study the implementation of the  online program with psychiatric nursing 
specialists. We also learned about community mental health projects in Europe that have implemented 
PPI and considered modifications to the program using ICT for the future.

研究分野：精神看護
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、職場復帰支援として、リカバリーと症状自己管理に焦点を当てたプログラムを開発し、その効
果を継続的に評価することである。
国内外には、職場復帰に特化してリカバリーと症状自己管理に焦点を当てたプログラムは見あたらず、研究成果
をもって気分障害全般に適用可能なプログラムの開発と実用化を目指す。長期的な効果をみることでリカバリー
促進の新たなプログラムの一つとなる。この支援は「働き方・生き方への支援」という新しい視点を提供し、自
殺予防に貢献する。またセルフケアへの看護援助技術の発展に貢献し、産業看護職の役割開発につなげること
で、医療機関中心の支援では限界のある、復帰後の継続支援を充実できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の産業精神保健分野では、長期休職や復職後の適応が難しい労働者の増加に伴い、うつ病

の早期発見から職場復帰に至る、包括的治療法開発の必要性が高まっている。中でも職場復帰支

援は、自殺予防や経済的損失といった観点からも注目され、主に医療機関においてリワークプロ

グラムが提供され、急速に広がり始めている。職場復帰支援プログラムに関する先行研究を概観

すると、①目的は体調の十分な回復や再発・再休職予防であり、医療者側や職場側の視点で構成

されていること、②国内のプログラムの効果を実証的に検討した研究はないことが示されてい

る。 

従来うつ病は完治し、障害を残さないと捉えられてきたが、実際には長期にわたる疾患で再発

率も高く、回復が不完全で機能と安寧に重大な制限を残すものも少なくない（藤田ら,2005)。ま

た、近年増加が指摘されている双極性障害は再発性が高い（Hirschfeld,et al.,2003）ことが知られて

いる。つまり、これら気分障害は、慢性疾患として病気と共に生きるという看護モデルで捉え直

し、症状を自己管理するという視点が必要である。しかし、職場復帰支援において、症状自己管

理に焦点をあてたプログラムや研究としての取り組みは見当たらない。 

また職場復帰支援や研究は、うつ病のある方を対象にしているが、長期休職者の実態に見合っ

ていない。近年うつ病は、遷延化や逃避型抑うつ（広瀬,2006）の増加など、その病像の変化が

指摘されている（樋口,2004）。単極性うつ病と診断されていても、その実は双極性障害であると

いうことも少なくない（Keller et al.,1993）。支援の対象を、多様化したうつ病像や双極性障害を含

む気分障害とし、幅広い病像に適用可能なプログラム開発が必要である。 

さらに、うつ病による長期休職者の主体的体験を記述した研究（山岡,2012）では、職場復帰

の努力が、「社会生活の中で価値ある自分と感じられる」ためであり、単に就労継続や再休職予

防が目的ではないことが示された。また彼らの苦悩は、「受け身の存在となり主体性が脅かされ

る」ことであった。リカバリーとは、当事者がその人らしく生活を送る中で、希望や自律性など

生きる力を回復する過程（伊藤,2012）であり、主体性を取り戻していくことである。長期休職

者の職場復帰支援は、彼らの体験に適合性の高い、リカバリー志向の支援へと視点を変えていく

必要がある。 

リカバリーを促すプログラムには、米国の EBP（Evidence based Practice)の 1 つに IMR（Illness 

Management and Recovery：疾患管理とリカバリー）があり、自己管理能力や目標への姿勢を改善

することが検証されている（Hasson et al.,2007;Salyer et al.,2009）。しかし、実施期間は 7～9か月

30 回程度と長期間を要し、休職者に適用できない。また同じく教育プロジェクトである WRAP 

（Wellness Recovery Action Plan：元気回復行動プラン）も統合失調症等のある方のリカバリーを

促す(Doughty et al.,2008;Cook et al.,2010)との効果は示されているが、休職者の職場復帰に特化し

ていない。 

これまでに研究代表者らは、長期休職者が主体性を取り戻すプロセス理論（山岡,2012)を基に、

リカバリーを促すエビデンスがある、IMRの手法やWRAPの要素を取り入れた症状自己管理プ

ログラムを開発した（山岡ら,2017）。しかし実用化するには、より具体的なテキストやワークブ

ック等の教材作成と、効果検証が必要である。 

本研究課題の核心をなす学術的「問い」は、気分障害による長期休職者のリカバリーは、研究

代表者らが開発した症状自己管理プログラムの実用化によって促進されるか、ということであ

る。 



 
２．研究の目的 
本研究の目的は、気分障害による長期休職者のためのリカバリー志向の症状自己管理プログ

ラム実用化をめざし、その効果を継続的に評価することである。 

 
３．研究の方法 
研究方法は、質問紙データの量的分析及びインタビューデータの質的分析を組み合わせた、デ

ータソースのトライアンギュレーションを行い、その効果を継続的に評価し、希望や自己管理能

力など、リカバリーが促進されるかを明らかにする。 

具体的には以下の課題に取り組む。①プログラムの実用化にむけた教材の作成，②教材の洗

練・修正，③評価指標の検討  ④プログラムのパイロットしたディ及び実施とその効果の実証

的検証 

 
４．研究成果 

（1）プログラム実用化にむけた教材（案）-テキスト・ワークブック・宿題作成 

毎月 1回程度、研究代表者と研究分担者で会議をもち検討した。その結果、対象とする参加者

の状態増に合わせて、プログラムは週 1回 90 分、プレセッションを含む 12回とし、グループ(5

～8 名)の効果を活用する形式で行うことにした。内容はリカバリー目標(ゴール)の設定、症状

自己管理として、自分を知りコントロールを学ぶことを中心に、自分のことを人に伝える練習、

ストレス対処法としての認知行動療法、職場に戻ることの WRAP づくり等、を含めた。代表者は、

教材の全体構成やテンプレート、プレセッションを含めた 4回分を作成し、分担者は、文献検討

等によりテンプレートに沿って各々3回分の教材（案）を作成した。保健師、看護師・医師から

は専門的意見をもらい、プログラムに反映させた。 

 

（2）「PAS セルフケアセラピイ」研修会への参加 

対象者の症状自己管理プログラムへの活用を検討するため、セルフケア支援の方法論として

精神力動論（心理的支援）を看護介入技法に取り入れた「PAS セルフケアセラピイ」研修会に参

加した。個別フォローに活用できることが検討されたため、年間を通したトレーニングを継続し

て受けた。セルフケア理論、精神力動理論、ロジャーズの来談者中心療法、マズローの理論との

共通性から、主体性、自律性を取り戻し、リカバリーを推進させるプログラムに洗練させるため

の示唆を得た。 

 

（3）遂行機能と身体的健康との関連性についての文献検討 

(2)で、精神力動論を個別介入に活用することを発展させていく一方で、プログラムをさらに

洗練させるため、心的過程（精神）と脳機能（身体）が相互に作用しているという観点から、遂

行機能という認知機能に注目し、文献検討を行った。その結果、自律的、主体的という視点から

行動のコントロール、行動変容のメカニズムを理解するために遂行機能は重要な視点と捉え、現

在、住民健診データを用いて量的に関係性の探索、検証に取り組んでいる。これらのことから、

身体的、心理的、社会的アプローチの重要性が示唆され、本プログラムの位置づけを明確にしな

がら、気分障害の治療をはじめとする多職種との連携を進めることになった。 

 

（4）海外における地域精神保健活動の視察、リカバリー志向のプログラム「EAROS プロジェク

ト」関係者とのインタビュー、ディスカッション 

  アイルランド最古の国立大学である TCD のメンタルヘルスチームの協力を得て、精神障が



いのある人の地域移行について、政策的にもリカバリー志向の様々な取り組みがなされ、より効

率的なシステムを構築しているアイルランドで地域精神保健活動の実際を学んだ。またリカバ

リー志向のプログラム「EAROS プロジェクト」の詳細、実践、研究をどのように展開し発展させ

ているのかについて関係者とのインタビューを通し、ディスカッションを行った。 

 その結果、コロナ禍において対象者中心のプログラムをどのように展開しているのか、プログ

ラムの周知、展開方法、ICT の活用による、ハイブリッド式の集団的アプローチへの示唆を得た。

またリカバリーに重要な要素、多職種連携の在り方への知見が得られ、今後、リカバリー志向の

プログラムに「研究への患者・市民参画（PPI：Patient and Public Involvement）」を取り入れるこ

とを検討することになった。さらに TCD メンタルヘルスチームからは今後の研究への協力が得

られることになった。 

 

（5）教材の洗練・修正 

（1）～（4）を踏まえ、研究者間で検討し、作成した教材を洗練した。また、上記専門家に加

え、心理士、作業療法士にも意見をもらった。その結果、プログラム内に取り入れた認知行動療

法は、“普通”の見方とらえ方に焦点をあてたプログラムに修正した。また、キャリア、経済的

視点も加えることになった。また、今後の課題として、①リカバリーを推進するために、上記（2）

～（4）で得られた知見を取り入れる事、②対象者の認知機能状態に合わせたプログラムの必要

性があること、③対象者のニーズに合わせた内容のカスタマイズを検討すること、④多職種連携

を推進すること、が明らかになった。 

 

（6）評価指標の検討 

評価指標としては、質問紙調査（Recovery Assessment Scale,精神的健康管理への積極性評価尺

度（PAM13-MH）,WHOQOL26，IMR 尺度，セルフコンパッション反応尺度;使用許諾有）及び

半構成的インタビューが検討された。実施に際して、研究メンバーに、統計の専門家に入っても

らうことにした。 

 

（7）プログラムのパイロットスタディ実施とその効果の実証的検証 

パイロットスタディは、関東圏の 1施設と関西圏の医療クリニックを計画していたが、コロナ

禍のため、対面プログラムの実施に協力してもらえる施設を見つけることができなかった。今後

は、PPIを取り入れ、ICTを活用したハイブリッドでの実施を検討することになった。そのうえ

で、パイロットスタディを実施し、得られたデータから、有用性、適合性を検討して妥当性の高

いプログラムに修正・精錬し、実施上の課題を明確にする必要があると考えた。 
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